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平 成２８年９月 定 例 会

代 表 質 問 通 告 書 一 覧 （ ９月２３日 ）

答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

１ 働き方改革について 知 事

「一億総活躍社会の実現」を目指す安倍総理は、長時間

労働の是正をはじめとする「働き方改革」を最重要の政策

課題としているが、奈良県では、この「働き方改革」によ

（２番） って、働きやすさの実現にどのように取り組んでいこうと

池田 慎久 しているのか。

(自由民主党)

２ 大和川におけるソフト、ハード両面からの総合的な防災対 知 事

策について

（１）大和川におけるソフト面の防災対策である市町村の住民

避難に関する情報の発令について、県はどのような支援を

考えているのか。

（２）台風やゲリラ豪雨などに対して、県民の安全安心が確保

できるよう、総合治水対策を進めるべきと考えるが、ハー

ド面の対策として大和川流域総合治水対策の取組につい

て、現状と今後の方針を伺いたい。

３ 「第３２回国民文化祭・なら２０１７」「第１７回全国障 知 事

害者芸術・文化祭なら大会」について

来年度開催される「第３２回国民文化祭・なら２０１

７」並びに「第１７回全国障害者芸術・文化祭なら大会」

について、その基本理念やテーマなど基本計画の概要はど

うか。また、県全体で取り組む観点から、市町村との連携

や県民への情報発信などをどのように進めていくのか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（２番） ４ 地方独立行政法人奈良県立病院機構の経営状況について 知 事

池田 慎久

(自由民主党) 奈良県の医療の質を更に向上させ、充実した医療を継続

的に提供していくためには、奈良県立病院機構の経営状況

の改善が不可欠であり、急務であると考えるが、奈良県立

病院機構の決算状況を踏まえ、今後の経営改善をどのよう

に進めていくのか。

５ 奈良県産農畜産物のブランド化の推進と戦略的な販売プロ 知 事

モーションの強化について

奈良県の農業振興のためには、生産、流通、販売の関係

者や市町村と連携しつつ、奈良県産農畜産物のブランド化

の推進と戦略的な販売プロモーションの強化が重要と考え

るがどうか。

６ 大宮通りプロジェクトの推進について 知 事

県では、大宮通りの新ホテルや交流拠点をはじめ、奈良

公園から県庁周辺、平城宮跡に至るエリアの魅力向上を目

指し、「大宮通りプロジェクト」を推進しているが、現在

の状況と、これからの取組について、知事の考えを伺いた

い。

７ 奈良市における新駅を中心としたまちづくりについて 知 事

奈良市八条・大安寺周辺地区におけるＪＲ新駅を中心と

したまちづくりについて、どのようなまちづくりを目指し

ているのか。また、今後の展開をどのように考えているの

か。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（２番） ８ 新警察本部長の所信について 警察本部長

池田 慎久

(自由民主党) 奈良県の治安を担う最高責任者として、社会情勢等が大

きく変化する中、どのような警察を目指し、どのように運

営しようとしているのか、本部長の抱負と所信を伺いた

い。

１ 今後の財政運営について 知 事

主要なプロジェクトや本県産業の構造改革などを推進し

ていくことは、県経済の活性化や県民の暮らしの向上に不

可欠と考えるが、社会保障関係経費の増加など厳しい財政

（４０番） 状況が見込まれる中、今後の財政運営をどのように進めて

中村 昭 いこうとされているのか、知事の所見を伺いたい。

(自民党奈良)

２ 農業政策について 知 事

（１）ＴＰＰ協定を奈良県農業にとっての大いなるチャンスと

とらえ、輸出の強化など海外への販路拡大も視野に入れ

た、奈良らしい農業の展開を目指す必要があると考える

が、県では、ＴＰＰ協定を踏まえ、今後の農業政策をどの

ように展開していくのか。

（２）農業研究開発センターの移転を契機に、奈良県農業の将

来を支える研究開発及び農業技術指導を、今後どのように

進めていこうとしているのか。

（３）歴史文化資源が豊富で自然景観にも恵まれている、なら

食と農の魅力創造国際大学校（ＮＡＦＩＣ）とその周辺地

域のポテンシャルを活かした拠点整備に対する、知事の所

見を伺いたい。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（４０番） ３ 滞在型観光の推進について 知 事

中村 昭

(自民党奈良) 観光振興により、本県経済の活性化を図っていくために

は、宿泊客を増やす滞在型観光を推進していくことが不可

欠である。そのためにも、受け皿となる宿泊施設の充実に

向けた強力な取組が必要と考えるが、知事の考えを伺いた

い。

４ 「奈良県地域医療構想」について 知 事

県は、今年３月に策定された「奈良県地域医療構想」に

おいて、どのような医療提供体制の構築を目指しているの

か。また、その実現に向けて、どのように取り組もうとし

ているのか。

５ 福祉の充実について 知 事

福祉の充実のためには、人材の確保が必要不可欠であ

り、そのためにも、福祉・介護事業所への就職を考える方

々が、安心して仕事に就くことができ、長く働き続けるこ

とができるよう、事業所の就労環境の改善も含め、幅広く

人材確保策を講じることが重要と考えるが、奈良県とし

て、福祉の充実に不可欠である人材の確保・育成につい

て、どのような考え方を持って施策を進めているのか。

６ 学習指導要領の改訂に向けた取組について 教 育 長

県教育委員会は、アクティブ・ラーニングをはじめとす

る学習指導要領の改訂に向けた国の方向性をどのように受

け止めているのか。また、それを受け、今後どのような取

組を進めていくのか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

１ 奈良県における砂防指定地等の現状について 知 事

（１）砂防法第２条により国土交通大臣が指定した砂防指定地

について、それぞれ隣接する区域を１団の区域としてこれ

を１箇所として数えた場合は何箇所あるか。

（９番）

川田 裕 （２）砂防指定地のうち、面指定（字名又は地番を表示して指

(日本維新の 定されるもの）、線指定、標柱指定に係るものはそれぞれ

会) 何箇所あるか。

（３）砂防指定地の総面積はどの程度の広さ（何ヘクタール）

であるか。

（４）砂防指定地は、河川沿いや山間部、住宅地などのうち、

どのような地域に多く存在するか。

（５）砂防指定地のうち、住宅開発等を経て長期間が経過し、

現状で治水上砂防の目的から指定しておく必要のない面積

はどの程度の割合で残っているか。

（６）砂防指定地の面指定に係るもののうち約９割はおよそ何

年頃までに指定されたものか。

（７）法律により整備が義務付けられている砂防指定地台帳及

びその附図は正確に整備されているか、また、砂防設備台

帳も不備なく正確に整備されているか。

（８）砂防設備として取り扱う必要があるのに、その区域の砂

防指定地の指定手続を怠っている箇所は何箇所あるか。

（９）平成２７年に会計検査院により、奈良県は名指しで砂防

指定地台帳や砂防設備台帳等の不備が指摘されているが、

その後の改善に取り組んだ内容は具体的にどのようなもの

であるか、現時点での指摘事項の進捗は具体的にどのよう

な状況か。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（９番） （10）砂防指定地台帳には記載が法令等で義務付けられている

川田 裕 のに空欄のまま放置されている項目が多数あり、砂防設備

(日本維新の 台帳は欠落しているものもあるが、整備状況に不備がある

会) という認識を持っているか。

２ 「奈良県砂防指定地・違反指導マニュアル」策定の効果等 知 事

について

（１）違法行為が行われてから１年以上が経過しているのに、

未だ監督処分の段階に入っていない案件数は何件あるの

か。またその内容の詳細はどうか。

（２）「奈良県砂防指定地・違反指導マニュアル」策定の効果

は発生しているか。

３ 生駒市西松ヶ丘地内における違法盛土行為に対する県の対 知 事

応について

（１）平成２８年７月に知事あて提出された関係住民からの

「請願及び要望書」の内容及びそれに対する県の対応の詳細

はどうか。

（２）県の担当部局の対応がずさんであるために、今になって

もなお現地の安全性が保障できていないことに関してどの

ように考えているか。

（３）これまでの砂防・災害対策課及び郡山土木事務所の対応

は十分であったと考えているか。

（４）平成２６年９月の時点で速やかに実施すべきとする顧問

弁護士の見解に従わなかったことに関して、適切な対応が

できていたと考えているか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（９番） （５）県議会で知事が「県の担当部局が代理人に指導をしてい

川田 裕 た」と説明していた相手方が、原因行為者の代理人である

(日本維新の ということを書面等での確認を怠っていたことについて、

会) 事務手続に不十分な点があったと考えているか、また、そ

の点の再発防止策について講じていることはなにか。

（６）県議会で知事が「行為者の住所を確認した」と説明した

ことに対し、「確認後、どれくらいの期間で訪問したか」

の質問に対し、「事務方に報告させます」と答弁し、事務

方からの回答では、約半年後に訪問していたことが発覚し

ている。この行為をどのように考えるか。また職務怠慢に

該当しないか。

（７）平成２２年１月から現在までの期間のうち、生駒市内の

雨量観測局等で降雨が観測された日の降雨量等の詳細な状

況はどのようなものか。

４ 奈良県庁における情報公開制度の運用について 知 事

（１）砂防・災害対策課等への報道機関や県民等からの開示請

求に対して、開示までの期限が安易に延長されていること

はどう考えるか。

（２）砂防・災害対策課等への報道機関や県民等からの開示請

求に対して、不開示とする裁量権が濫用されていないか。

５ 平成２８年６月議会で取り上げた５月に掲載された読売新 知 事

聞の記事内容の真偽について

（１）６月議会での知事の答弁に修正すべき点はないか。

（２）砂防・災害対策課が報道機関等へ説明している内容は真

実であるか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（９番） ６ 県土マネジメント部が所管する災害復旧事業の要件及び運 知 事

川田 裕 用状況について

(日本維新の

会) （１）砂防事業、河川事業、道路事業に関する災害復旧事業の

要件はなにか。

（２）奈良県による管理瑕疵によって国庫補助対象である災害

復旧事業の申請を見送った案件の有無はどうか。

（３）災害復旧事業の申請を見送らざるを得なかった案件があ

る場合、公共土木施設の管理体制の改善を図った内容はな

にか。

７ 国民文化祭実行委員会及びロゴマークの随意契約について 知 事

（１）国民文化祭奈良県実行委員会は、奈良県知事として一切

の指示権を持たない団体か。

（２）国民文化祭奈良県実行委員会は、県の事業執行の一方法

たる存在ではないか。

（３）全国の国民文化祭において、ロゴマーク作成は公募を行

い、金額も２万円から５万円、東京オリンピックでも１０

０万円だが、なぜ奈良県だけ５００万円もかけないと目的

を達成できないのか、その合理的理由はなにか。

（４）地方自治法または施行令に規定される随意契約の解釈

で、価格評価の基準となる仕様書に基づいた施行内容すら

確認せずに、デザイナーだけを先に決める契約は可能か。

（５）平成２８年３月２４日に、ロゴマークの仕様書をデザイ

ナーに配布したとの答弁だが、その直後に５００万円の見

積書だけが県に提出されている。その他の書類は一切な

く、情報公開請求においても不存在であった。どのように

審査したのか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（９番） （６）平成２８年１月２７日の担当の復命書によると、デザイ

川田 裕 ン会社を事前に訪問している。復命書内に「日程調整」を

(日本維新の 行ったと記されているが、具体的な内容はなにか。

会)

（７）委員会の答弁では、議事録音はない。契約者との協議記

録もない。また契約者とのメールやＦＡＸ等の通信記録も

ない。殆ど県職員の言葉だけの説明だが、どのように証明

するのか。

８ 総務警察委員会の答弁で、ロゴマークの契約金額が５００ 知 事

万円の高額になった要素の答弁について

（１）「芸術的要素が強い」と説明があったが、同事業におけ

る他団体の公募の場合、芸術的要素は低いのか。

（２）「デザイナーの評価は業界内のランクで値段が変わる」

と説明があったが、本事案の契約者のランクの位置づけは

どうか。また、その証明できるものは何に基づくのか。

（３）「全ての著作権の譲渡を受けた（関連商品も含む）」と

の説明だが、全ての著作権譲渡金額の契約金額割合は何％

か。

（４）「熊本県も５００万円で随意契約しているので問題な

い」との説明だが、いつ確認したのか。


